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経営管理スタッフがおさえておくべき 

『経営リスクマネジメント』の基礎知識 
 

～企画部門、監査部門、経理部門など関連部門のスタッフに求められる 

リスクアセスメントを中心にしたリスクマネジメントの基礎知識を平易に解説～ 

 
２０１９年２月１３日（水）１３：００～１７：００ 

企業研究会セミナールーム（東京：麹町） 

経済のグローバル化によるリスクの多様化・複雑化に伴い、経営リスクをどのように特定・評価し、評価した経営リスクを如何に経営管理に
活用するか、がより一層重要になってきています。また、2018 年 6 月のコーポレートガバナンス・コードの改訂等、リスクガバナンスの高度
化も喫緊の課題といえます。本セミナーでは、経営企画部門、財務経理部門、内部統制部門等の経営管理を所管する部門や内部監査
部門に従事する職員がおさえておくべき経営リスクマネジメントの基礎を昨今の実務事例から体系的に整理して解説致します。特に、リスク
を如何に特定して評価するか、評価結果を経営管理実務や内部監査実務でどのように活用するかについて最新事例を基に分かり易く解
説致します。 

開催にあたって 

早稲田大学理工学部卒、早稲田大学大学院理工学研究科修了。大手邦銀に入行後、市場リスク・ALM など先端的な

リスク管理体制の構築、リスク管理実務に携わる。国際的監査法人グループ KPMG のコンサルティングファームを

経て現職。大手事業法人や金融機関に対して、リスクマネジメント体制の構築、リスクアセスメントや計量化手法

のアドバイス等のリスクマネジメントに関するコンサルティングを数多く手掛けている。（社）日本証券アナリス

ト協会検定会員。基本情報技術者。 
 

東京国際コンサルティング株式会社 代表取締役  小黒 直樹 氏 

 

３４，５６０円（本体価格 ３２，０００円） 
税込・資料代含 

３７，８００円（本体価格 ３５，０００円） 

182061-0101  『経営リスクマネジメント』の基礎知識 

１．経営リスクマネジメントの基礎 

（１）経営リスクマネジメントの目的 

（２）経営リスクマネジメントのフレームワーク（COSO、ISO 等） 

（３）経営リスクマネジメントと収益管理 

２．経営リスクのリスクアセスメント概観 

（１）（COSO、ISO 等を踏まえた）定性的なリスクアセスメント 

（２）定量的なリスクアセスメント 

（３）経営管理業務、内部監査業務における活用 

３．定性的なリスクアセスメントの方法 

（１）リスクアセスメントの具体的手順 

（２）リスクの洗出し方法とリスク評価基準の設定方法 

（３）定性的手法の限界と対策 

４．定量的なリスクアセスメントの方法 

（１）統計的なリスクアセスメントとその活用範囲 

（２）為替リスク、与信先のデフォルトリスク等、各種経営リスクの 

具体的数値化方法 

（３）定量的手法の限界と対策 

５．リスクアセスメントと経営管理・内部監査 

（１）リスクアセスメント結果と限度設定方法 

（２）リスクアセスメント結果を活用した業務改善・効率化 

（３）重要リスク指標を用いたリスクモニタリング方法 

（４）リスクと収益の関連付けによる経営管理・収益管理の高度化 

（５）リスクベース監査におけるリスクアセスメントの活用 

（６）リスクマネジメント業務の監査におけるポイント 

６．各種活用事例 

（１）リスクアセスメントをベースにした全社的管理体系 

（２）グローバル・リスクマネジメントでの活用 

（３）リスクベースの経営管理指標と経営戦略の関連付け 

※最少催行人数に満たない場合、開催中止となる場合がございます。 

 


